







































ト上で適切な判断や行動を取れるように, 情報モラル教育が推進されてきた｡ そして, 2008年に ｢青少年が安
全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律 (通称：青少年インターネット環境整備法)｣
が成立し, 情報モラル教育の普及や子どもたちが安全に安心して利用できるネット環境の整備に関する取組がさ
らに活発になっている｡ 本稿では, さまざまなことに興味や関心を持って学習し成長する ｢子ども｣, 子どもを
よりよく守り育てたい ｢保護者｣ や ｢学校・教師 (教育関係者)｣, 利益を追及し社会を発展させなければならな
い ｢企業 (事業者)｣, 子どもを守り育てる環境を作り出すことと企業や社会の発展を目指す ｢国 (関係各省庁)｣
の立場の違いに触れながら, 上記の取組の概要について述べる｡
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がなされ, ｢保護者｣, ｢学校・教師 (教育関



















に伴い ｢情報モラルの確立｣ が常に重要事項の 1
つとされてきた (臨時教育審議会 1987, 中央教育






いるが, 情報モラルは, そのうちの 1つである
｢情報社会に参画する態度｣ の中に位置づけられ




画する態度｣ と定義されている｡ その後, 施行さ
れた学習指導要領 (中学校 2002年施行, 高等学
校 2003 年施行) からは, 情報教育の核となる





































の小中高校に配布された (図 1)｡ また, 2008年 3
月に告示された新学習指導要領 (小学校 2011年
施行, 中学校 2012年施行, 高等学校 2013年施行)
では, 小学校段階から情報モラルの指導に取り組
むことが謳われ, 総則に情報モラル教育の徹底が



































 子どもたちの ｢ケータイ｣ の使い方
 ケータイから起きたトラブル・犯罪事例
 子どもたちを守るために (ルール, 時間設定, 見守り・見直し, 相談) 相談窓口
図 2 各種団体の取組：子どものインターネット段階的利用モデル (子どもネット研より)




































ている (図 2)｡ また, 個々の企業のホームペー





























係者として, 子どもを育てる ｢保護者｣, 保護者
と連携して児童生徒への教育を行う ｢学校・教師
(教育関係者)｣, 機器やサービスを提供し利益を





















































































































































































































とや 『表現の自由』 との関係から, できるだけ厳
しい規制は避けたい｣ という意見が出された｡






要するに, どの議論においても ｢保護者｣, ｢学
校・教育関係者｣ の意見は参考に留められ, ｢事
業者 (企業)｣ の意見が優先され, ｢国 (関係各省
庁)｣ が主導して罰則を伴う規制をかけることは
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